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經
濟
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構
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を
以
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す
る
所
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の
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依
て
新
資
本
が
形
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せ
ら
る
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の
徑
路
を
示
し
将
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。綴
返
し
て
云
へ
ぱ
现
代
經
濟
社
會
に
於
て
所
得
は
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が
有
ゆ
る
光
線
を
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收
し
、而
し
て
色
を
分
ち
て
新
ね
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濟
生

S
5

上
の
努
力
は
！度
び
所
得
に
柴
ヤ
し
、更

.

し
て

「

個
々
の
目
的
物

」

の
.
供
給
®
は
又
所
得
に
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余
が
經
濟
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論
結
構
の
中
心
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所
得
を
置
か
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ご て に
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に
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利
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騰
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せ
し
セ
る
や
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P
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金
利
腿
班
の
防
止
液
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緒

S

»

煮
の
知
ら
る
、
如

.

ぐ
、令
次
の
大
戰
银
が
勃
後
し
て
以
来
歐
侧
金
融
市
場
に
於
け
る
金
利 

は
著
し
く
騰
貴
し
て
居
る
。開

.

戰
前
の
年
ヶ
年
は
金
融
化
較
的
緩

®

で
あ
ウ
て
、歐
洲
金
融
界
の 

!.. 

化
ぎ
針
ご
も
か
す
！

^

き
炎
®

銀
行
の
公
定
步
合
は

j

月
二
十
九
旦
千
九
西
十

S
L

年)

三
步
に
足 

一，
 

められれる儘にて七月下句に至た

Q
.

で
お
る
が
大
陸
の
風
雲
急
ご
爲
る
及
ん
で
同 

一
‘ 

月
！ 

二
十
爽
如

i

し
.

て

M
I

分
に
引
上
げ
ら
れ
、變

m

に
は
又

}

蹄
八
分
、其
翌
日
八
月
一
日
に
は 

一' 

史
に

一

言
に
改
足
せ
ら
れ
た
が
、六

R

に
は
六
，分
を
引
上
げ
ら
れ
，八
ロ

.

に
は
*更に
五
分
に
改
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離
十
！
聰

八

，；ハ
.

ら
れ
、爾
來
同
率
を
維
持
し
て
居
ウ
た
の
で
ぁ
ホ
が
、本
年
七
月
中
再
び
六
分
に
引
上
げ
ら
れ
れ 

の
で
ぁ
る
。此
现
行

率
/;d

戰
前
百
八
十
ニ
日
間
實
施
さ
れ
て
居
つ
れ
公
定
步

‘<ロ
を
‘
比

較

す

る

ご
 

金
利
は
疋
さ
に
二
倍
ご
爲
つ
て
居
る
。尤
も
此
英
蘭
銀
行
の
公
定
步
合
は
英
國
の

®

貴
政
策
を 

ネ
味
し
て
定
め
る
も
の
で
ぁ
る

.が
故
じ
、偷
敦
金
融
市
場
に
於
け
る
資
金
の
雷
給
狀
態
を
正
確 

に
反
射
せ
る
も
の
で
ぁ
る
ご
は
云
ひ
難
ひ
が
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に
依
ね
て
其
狀
態
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す
る
こ
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出
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の
で
あ
る
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も
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京
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於
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利
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前
よ
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公
債
利
题
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對
照
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し
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戰
の
前
年
度
即
ち
千
九
百
十
三
年
中
に
於
け
る
コ
ン
ソ

ダ

の
最
低
相
場
は
.七
十
一
货
で
最
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七
十
五
⑩
八
分
の
五
で
あ
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た
が
、假
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に
最
低
相
場
を
標
準
マ

」

し
て
利
廻
を
計
算
す
る
と
年 

三
分
五
厘
ニ
毛
ご
な
る
。即
ち
是
れ
が
戰
银
の
影
響
を
少
し
も

'

H

破
ら
や
，
る
と
き
の
偷
敦
金
融
旧 

湯
の
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態
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射
せ
る
も
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し
て
本
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京
着
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は

九

十

四

碌
八
分
の

S

で
ぁ
つ
て

(

ホ
外
商
業
新
報
大
五

‘.
十
月
十

w

日)

其
利
廻
は
前
ポ
が
四
分

1
1

厘 

五
毛

'後
者
が

H

分
七
厘
七
毛
に
當
つ
て
居
る
。之
を
千
九
百
十
三
年
中
の
平
均
利
廻
ミ
比
較
す 

る
i

七
原
乃
ま
約
ブ
分
の
ポ
加
を
示
し
て

®

る
が
故
に
、此
方
面
ょ
り
論
す
る
も
、偷
敦
の
金
融 

は
職
爭
の
爲
め
に
頗
る

®

迪
し
て
居
る

^
0、云
ふ
て
差
支
な
い
。
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斯
く
の
如
く
戰
爭
が
金
利
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
ビ
は
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で
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に
於
て
も
其 

例
少
な
く
な
い
。ク
ジ
ミ
ャ
戰
の
如
き
は
英
國
ょ
ゥ
觀
れ
ぱ
大
戰
ゆ
で
は
な
い
が
、爾
敦
.の
金 

利
が
之
が
货
め
に
多
少
の
影
響
を
受
け
た
樣
に
，思
は
れ
る
。左
に
揚
ぐ
る
表
は
同

® 

開
始
前 

後
於
け
る
花
蘭
銀
行
の
孜
定
步
合
の
變
動
を
示
す
も
の
で
あ
る
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ミ
ャ
戰
爭
に
於
，て
爽
佛
が
露
國
に
對
し
て
開
戦
，を
宣
.吿
し
た
の
は
千
八
ぽ
五
十
四
年 

三
月
二
十
入
日
で

.

.あ
る
が
、露
土
が
干
戈
を
カ
义
へ
提
佛
が
ボ
ス
フ
ォ
ラ
ス
に
戰
艦
を
派
遣
せ
し 

は
千
八

f

H

五
十
二

1

年
中
で
あ
つ
て
、此
年
度
中
に
英
蘭
银
行
が
公
楚
步
<ロを
二
分
五
厘
よ
ぅ
五

. 

分
に
上
げ
て
居
る
の

f
t
吾
人
の
注
目
に
値
ひ
す
可

&

點
で
あ
る
。其
以
前
因
年
問
は
千
八
西

十

S

年
の
英
蘭
銀
行
改
雜
案
實
施
以
來
同
銀
行
の
公
究
步
合
が
二

I

分
五
厘
又
は
失
れ
以
下 

の
率
を
維
持
せ
し
最
長
勘
で
.̂
つ
て
、グ
ラ
ッ
ド
ト

I

ン
が
公
債
の
低
利
借
特
を
行
つ
た
の 

も
®
に
此
低
利
が

S

ヶ
年
旧
繼
續
し
れ
る
後
即
ち
千
八

f：ii

五
十
！11

ギ
中
の
こ

ざ

で
あ
る
。此
グ 

氏
借
截
公
債
は
三

.

a

で
あ

.

つ
.？

^
が
、其
利
廻
は
二
分
七
厘
五
毛
乃
至
二
分

A

厘
七
毛
に
當
ウ
て 

居
，る
。斯
く
の
如
く
當
時
の
金
利
は
低
傘
で
あ
つ
ね
に
も
拘
は
'ら

.す
、姐
東
の
ポ
勢
臉
愿
ビ
な
る 

や
金
制
，は

®

ち
に
騰
貴
し
、英
偶

.が
宣
戰
し
て
間
も
な

.く
英
蘭
銀
行
は
公
定
步
合
を
五

.，分
，五

厘

.  

に
.迄
引
上
げ

；̂

の
で
あ

.る
。
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普
挪
戰
爭
前
の
數
ギ
：問
も
稀
サ
見
る
低
莉
時
代
で
あ
つ
た
。即
ち
千

A

百
六
十
七
年
ヒ

：i
r

よ 

ゎ
千

A 

f
H七
十
年
六
月
に
至
る
三
ヶ
年
問
ホ
千
九
ぽ
六
十
九
年

H
月 

一
H
よゎし一

r

月
千

® 

M 

迄
の
哲
五

H

間
を
除
け
ぱ
英
蘭
銀
行
率
が
三
分
以
上
に
定
め
ら
れ
た
こ
ビ
が
一
度
も
な
い
。然 

る
に
普
佛
闕
戰
の
型

n
即
ち
千
八

f
H七
十
一

.年
七
月
，二
十

j 

,
,
Rには
ミ
办
五
厘
に
改
定
せ
ら 

れ
，同
月
二
十

1

ニ 

n
化
は
五
分
同
月
二
十
八

H
I

に
は

® 

R
六
に
足
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

‘

商
附
戰
爭
め
際
に
も
亦
同

J

の
现
象
を
呈

レ

て
.

居
，る。千
八

W

九
十
三
年
の
八
月
よ
ね
同
戰 

讚
開
始

.

の
前
月
即
ち
千
八

f

H

九
十
九
年
九

E
；

迄
の
六
ヶ 

0
へ
ね
こ
ビ
が
ニ
度
も
な
か
つ
た
。然
る
に
十
月
三
日
に 

然

1
E

分
五
厘
に
引
上
げ
、同
月
五

H

に
は
五
分
に
改
め
、十 

げ
て
居
る
。

勿
論
金
利
の
騰
落
は
資
金
の
爾
用
並
に
供
給
に
影
響 

K
y
て
誘
致
せ
ら
る
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も
の
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の
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4̂
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へ
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八
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三 前 英  
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更 で 合  
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六 つ 回  

11 分 
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5 1 を 上  
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旅
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t
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镇
十

一

腿
.

九

0
ル
騰
貴
が
手
傅
ろ
て
居
ゥ
れ
の
で
あ
ら
ぅ
ご
：思
は
れ
る
が
、大
戰
银
毎
に
世
界
の
金
融
市

i
i

が 

其
影
纏
を
蒙
れ
る
の
を

®

れ
ぱ
、戰
锁
が
金
利
を
左
右
す
る
も
の
で
あ
る
こ

V
J

を
不

n

足
す
る
こ 

ビ
は
出
來
な
い
機
に
思
は
れ
る
。

(HUIftegger: D
ie 

B
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1
9
1
5, 

s, 

2
1
1
1
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參
照

)

膽
に 

先
月
ホ
に
於
け
る
が
如
く
我
政
府
の
內
愤
一
が
五
分
四
厘
內
外
の
利
.
®
に
て
內
債
を
慕
傘
し
得 

れ
に
も
拘
は
ら
す
、世
界
の
最

.大
當
國
で
あ
り
、又
⑩
國
の

.最
大
債

*

國
で
あ
る
英
佛
兩
國
が
⑩ 

國
k

於
て
慕
集
す
る
公
愤
を
ぱ

g
:

國
の
應
慕
者
ょ
り
»
て
約
七
分 

を
以
て
提
供
し
た
の
を
着
れ
ぱ
、職
爭
が
如
何
に
金
融
.市
揚
を
し
て 

む
る
に
至
る
か
を
想
像
す
る
に
難
ぐ
な
い
。

然
ら
ぱ
、戰
镇
は
何
故
に
上
述
の
如
く
金
利
を 

に
金
利
を
暴
騰
せ
し
む
る
か
、又
戰
爭
中
此
金
利 

る
こ
ど
を
得
る
も
の
で
あ
る
か
、是
等
の
問
題
に 

れ
い
。然
し
紙
而
の
都
合
が
あ
る
の
で
出
来
得
る 

會
に
之
を
譲
る
こ

V
J

に
牡
梳

V
J

思
ふ
。
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•
.金
利
騰
貴
の
照
因

.

騰

せ

fO

む
る

も 

騰
貴
を
幾
分
に
て 

就
き
て
平
素
懷
い 

限
り
簡
單
な
る
説

明 て も の 異 の  

を 居 ま ？ で 常 利  

試 る . し あ な 廻

み 愚 ぐ る  る に

詳 見 は か 狀 相  

細 を 全 又 況 當  

は I吸 然 戰 を す  

他 ベ 防 爭 呈 る  

の て 止 は せ 條  

機 兄 す 常 し 仲

I

B
v
,
>
,

レ.：...：

も，、

操

f

i
翁
i
ね
i

i
辕
f

i
雄镇填ま

i
パ.

旣
じ
本
誌
に
於
て
數
囘
繰
返
し
て
、說
述
し
た
如
く
、貸
付
利
子
步
.合
は
資
金

(

货
彼
並
に
货
微 

0

求
權

)

の
霜
用
ど
供
給
ビ
に
依
ね
て
定
ま
る

-も
の
で
あ
つ
て
、資
金
の
：

l
i

用
多
く
供
給
少
な
け 

れ
ば
、金
利
は
高
く
、資
金
の
霜
用
少
な
く
、傲
給
多
け
れ
ぱ
、金
利
は
低
か
ら
ざ
る
を
得
な
い
。乂
利 

子
は
純
利
子
、

手
數
料

能
に

保
臉
料
の
三
要
素
を
む
も
の
で
、此
ニ

I

要
素
中
孰
れ
か

^

:̂
1
け
れ 

ぱ
、利
子
歩
合
も
自
ら
高
く
足
め
ら
る
、
こぐ

」

に
な
る
。而
し
て
戰
爭
が
金
利
を
騰
貴
せ
し
む
る 

は
主

V
J

し
て
此

S

純
利
子
並
に
保
臉

.料

が

高
く
お
つ
た
結
果
で
あ
る
。

兹
に
純
利
子

V
J

灘
す
る
も
の
は
齋
金
の
货
借
に

.何
等
の
危
臉
及
び
手
數
を
仲
は
す

、

y
J

假
足 

せ
る
®
合
に
於
て
货
主
が
借
主
ょ
レ
要
求
す
る
資
金
の
使
用
料
又
は
貴

®

料
で
あ
ウ
て
、其
高 

低
が
資
金
の
需
用
供
給
.の
■
係
に
依
リ
て
兄
ま
る
は
論
を
俟
た
な
，い

。
®
 

は
常
に
变
戰
國
.の
 

み
な
ら
す
中
立
國

，の
人
民
に
も
不
安
の
念
を
爽
へ
る
も
の
で
れ
る
が
故
に
、愛
國
心
の
®
動
の 

爲
め
に
熟
任
せ
る
場
合
は
见
も
角
普
通
政
府
公
债
の
み
な
ら
す
桃
式
服
债
等
に
對
す
る
.應
凝 

に
も
禱
赠
す
る
も
の
で
あ
る
が
、假

.c^

に
戰
爭
が
國
民
を
し
て
何
等
危
惧
の
念
を
懷
か
し
む
る 

こ
ご
な
し
ビ
せ
ぱ
、戰
爭
が
圓
始
せ
ら
れ
た

V
J

て、そ
の
然
め
に
資
金
の
供
給
が
突
然
城
少
す
る 

理
*

が
な
い
。然
し
な
が
ら
、政
府
は
•掌
費
ヒ
し
て
多
額
の
資
金
を
要
し
、其
大
部
分
は
之
を
臨
時

镇
十
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稱
十
！號

九

ニ

借
入
又
は
公
債
の
燕
集
に
依

b

て
•調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

.の
で
あ
る
が
故
に
、

S

に
資
金
の 

霞
用
が
激
增
す
る
こ

V
J

に
な
る
。是
れ
が
戰
爭
に
依
る
金
利
騰
贵
の
：

1

厥
因
で
あ
る
。

次
に
保
險
料
は
貸
主
が
貸
付
資
金
元
利
の

§
;

收
に
就
き
纖
分
に
て
も
危
儉
を
感
す
る
き 

K

囘
牧
不
能
よ

-
^
生
す
る

f
fl
失
を
豫
防
す
る
目
的
を
以
て
借
主
よ
り
婴
求
す
る
糊
滑
金
で
あ 

る
が
、戰

锁
ホ
は
此
危
臉
が
®
も
甚
だ
し
き
も
の
で

あ
る

が
故
に
、资
金
の
供
給
激
が
平
時
よ
ぅ 

も
商
き
保
臉
料
を
請
求
す
る
は
自
然
の
勢
で
あ
る
。是
れ
は
民
間
の
個
人
問
の
®
借
に
於
て
の 

み
な
ら
す
、與
佛
の
如
き
財
欧
の
基
礎
頗
る
強
圓
な
る
國
の
政
府
に
對
し
て
人
民
が
資
金
を
提 

供
す
る
場

<
n

に
於
て
も
然
ぅ
で
あ
る
。何
故
な
れ
ぱ
、此
等
の
强
國
の
人
民
'が
如
何
な
る
こ
ビ
が 

あ
ラ
て
も
國
家
が
破
産
し
て
商
米
の

f  

ニ
貧
國
の
如
く

全
然
償
務
の
履
行
を
®
絕
す
る
が
如 

き
こ
ピ
あ
る
可
レ
ビ
は
想
像
せ
ま
い
が
、戰
ザ
が
意
外
に
永

^

き
、£
額
の
軍
数
を
支
出
し
た
結 

M

ゾ
レ
し
て
、助
政
困
難

V
J

爲
々
、公
债
の
元
利
金
の
支
拂
が
或
は
多
少
延
斯
せ
ら
れ
、公
債
の
市
價 

力
®
落
し

サ
め
ー

に
，公
債
應
慕
者
か
大
の
損
失
を
招
く

こ

ビ

が
な
い
ビ
も
限
ら
な
い

V
J

思
ひ 

て
、其
損
失
を
未
然
に
防
ぐ
篇
め
に
金
利
の
引
上
を
要
望
す
る
か
ら
で

あ
る
。

金
利
の
第

2

の
要
素
た

' 
る
手
數
料
は
主
ビ
し
て

®

金
業
者
殊

.に
'高
利
®
が
少
額
の
資
金
を

i

^

l

^

i

i

l

i

l

i

^

i

l

l

i

i

i

^

i

i

l

^
 

^

l

^

i

i

l
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i

i

i

i
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^

^
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h
,
v
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パ.
-袋？

.
-

V--'- 

パ…

* 

^
 ̂

V
i
r 

.

贷
付

く
る
に
當
タ
て

借
主
ょ

b

贷
付
上

'.の
手
數
に
；

對
す
.る
報
酬
ご
し
て

徵
收

す
る

も 

つ
て
、公
愤
社
債

.等
の
多
額
の
資
金
®
借
に
於
て
は
其
應
慕
事
務
を
引
受
く
る
銀
行
又

金
跡
業
激
の
徵
牧
す
を
も
の
で
わ 

す
し
て
，利
子

V
J

は
陶
係
な
し
に
債 

揚
舍
に
於
て
も
此
手
數
‘料
が
戰
爭 

金
利
が
平
時
の
金
利
ょ
り
高
率
マ

J  

で

る

斯

く

の

加

く

戰

時

に

於

て

金

利
 

子

ど

保

臉

料

ど

が

平

時

ょ

も

高

&
 

子

ビ

保

臉

料

と

の

騰

貴

が

高

率

の
 

に

®

借

上

の

.
®
臉

が

，
戰

の

爲

め

 

す

る

爲

め

公

债

を

tば
®

集

し

又

一

方
 

f
f
i設

事

業

を

：擴

張

す

る

結

果

ご

し
 

純

利

子

の

分

子

が

三

分

で

れ

つ

た

な の 務 る  

る 爲 者 が ' 
は め よ 此  

主 に b I® 
ビ 墙 M の 

し 加 求 ’ニ丁二 

て す す 數  

純 る る 料  

利 こ の は

S M  S
に S i し 公  

保 で な 跡  

臉 あ つ 步  

料 る て 合  

が か 居 の  

母 ら る **-̂ 
加 結 然 部  

す，局 し を

の
で
あ 

は
他
の 

構
成
せ 

夢
れ
の

. 

戦
時
の 

る 

h
y

が
平
時
ょ
.も
も
高
率

な

る

は
金
利
の
桃
成
要
素
の
中
純
利 

が
故
で
あ
る
が
、何
故
に
又
如

何

な

‘る

徑
路
を
通
じ
て
純
利 

金
利
の

J

部
分
な
り
て
現
は
れ
來
る
か
ざ
云
ふ
に
、假

Ky 

に
墙
加
し
て
居
ら
な
く

 

i

も
、政
府
が
多
額
の
ギ
数
を

m

逮 

に
於
て
は

W

®

品
供
給
業
«
が
新
た
に
事
業
を
起
し
或
は 

て
資
金
の
需
用
か
激
域
す
る
爲

'め
に
、以
前
市
場
金
利
ヤ
の 

ビ
す
れ
ぱ
、失
れ
が

K

分
に
も
又
五
！

^
.
に
"も
騰
贵
す
る
こ

ざ

鎮
十
卷

(
m

七i
)

購

0 

0 

と
金
利
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' 

離
i

職 

'九四

に
な
る
の
で
あ
る
。若
し
此
際
ニ
方
に
於
て
資
金
の
供
給
が
同
殺
度
に
增
加
す
る
と
せ
ぱ
、金
利

は
職
貴
せ
す
に
濟
む
の
で
あ
る
が
、資
金
の
供
.給
は
却
つ
て
減
少
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
ピ
思

ふ。其

®

ぬ
は
下
の
如
く
で
あ
る
。資
金
の
供
給
卷
は
貸
借
上
の
危
臉
が
戰
の
爲
め
に
辦
加
せ

» 

.

る
の
を
看
て
、以
前
例
べ
ぱ
年

1
E

分
に
て
提
供
せ
る
資
金
を
年
五
分
以
上
で
な
け
れ
ば
之
を
貸 

出
す
こ

i

を
欲
し
な
く
な
る
。

S

に
於
て
か
資
金
は
現
に
市
場
に
遊
ん
で
居
て
も
資
金
の 

が
減
少
す
る
こ
ビ
に
爲
る
。少
く
ご
も
以
前
の
低
利
で
は
其
供
給
が
激
減
し
て
居
る
。：
れ
が
故 

WK.
 

!

方
に
於
て
は
資
金
の
需
用
力
潜
®
し
て
居
る
の
に
仏
方
に
於
て
は
其
供
給
が
減
少
し
て 

居
る
が
爲
め
に
、金
利
は
勢
ひ
騰
贵
す
る
こ

V
i

に
な
る
の
で
あ
る
。

0

戰
爭
：g

常
ぱ
金
利
を
騰
貴
せ
し
む
る
や 

戰
報
が
金
利
を
騰
貴
せ
し
む
る
原
因
は
上
述
の
如
く
で
あ
る
が
、其
程
度
は
勿
論
堪
事
数
の 

額
に
依

-=N

て
定
ま
る
も
の
で
あ
る
。激
し
戰
爭

.が
國
力
に
比
較
し
て
小
規
模

•で
あ
‘
る
か
、或
は
開 

戰
後
短
日
月
に
て
終
局
を
吿
ぐ
る
ご

.せ
ぱ
、金
利
に
及
ぼ
す
其
影
響
は
頗
る
微
々
ね
る
も
の
で 

あ
ら
ぅ
。又
軍
数
を
外
國
公
債
に
依
ら
て
支
辨
す
る
の
方
法
を
採
ら
ぱ
、内
國
の
金
利
が
戰
银
の

影
響
を
蒙
ら
ぬ
こ
と
も
も

b

得
る
。我
日
本
の
經
職
は
其
，の
然
る
こ

ビ
を
' 
示
し
て
居
る
ビ
云
ウ

-
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て
良
い
。左
じ
报
ぐ
る
は

n
:

淸
、
m

露
兩
役
中
並
に
其
前
後
に
於 

H
I
年

！
！

月

調

r

金

融

事

®

參

考

書

』
)

全

i
金

利

表

で
あ

る

大

JE

ベP*

m

旧
ね
二
十
六 

明
治
二
十
七
化 

明
泊.二
十A
雄 

明
治11

十
九
年

明
治
ニ

1

十

六

か 

明
め
ニ
一
十
七
ザ 

明
消
ニ1十
A
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明
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九
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弓
九

H 

ニ 
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常
座
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高
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平
均

j 

c
g
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◊
ニ
四

0

九<

7
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八

0
"
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ニ
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ニ◊四七
 

ニ
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五
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1 

ニV
七
七
ニ
。四
七

I
V九
三
ニ

V
H九
二

&

A

I
V
九四 

ニ
T
W五 

ニ
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H
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n
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四
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ニV0
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ニ
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ニ
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ニ
、二m

!
h

ハ

I
V五
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マ七七

右
ま
に
示
す
が
如
く
、

H
I

淸
戰
讓
巾
即
ち
明
治
ニ
千
七
八
兩
年
中
に
於
け
る
金
利
は 

ギ
ょ
ゥ
も
騰
貴
し
て
居
る
。是
れ
は
軍
費
を
國
內
に
て
調
達
し
た
か
ら
で
あ
る
。然
る
に 

役
中
即
ち
明
治
三
十
七

A

兩
年
度
に
於
け
る
金
利
は
三
十
六
年
.度
中
ょ
り
も
始
ん
と
騰
貴
し 

て
居
ら
な
か
つ
た
。割
日
步
の
平
均
は
！

1
1

十
ネ
年
に
ニ
錢
九
厘
；
毛
で
.ぁ
ウ
た
の
が
三
十
七

t

ボ
十
卷

(
r

五七三

)

.

識

E

戦
ゆ
と
金
利
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第す！號

,九六
 

ザ
に
は
ニ
錢
九
厘

.四
毛
、三
十
八
年
に
は

S

錢 

一，
M

に
藤
#
し
れ
が
、是
れ

W
.

て
も
*
商
ホ
合
の 

み
に
就
き
て
云
へ
ぱ
戰

f>

中
は
却

CV  

T.
戰
前
よ

.りも低位であつた。即ち
三
十
六
中
の
瑜

高
割
引
步
は
三
錢

1
1
屈

五
毛
で
あ
つ
た
の
が
三
十
七
年 

り
は
三
錢
圓

®

H
毛
で
あ
る

。
®
 
く
の
か
ぐ

H

露
戰
爭
ヤ
金 

位
で
あ
つ
た
の
は
の
大
部
分
が
外
僮
に
依
つ
て
支
辨 

俟
た
な
い
。

四
金
利
騰
貴
の
防
止
策 

戰
爭
が
國
內
の
金
利
.を
腺
贵
せ
し
む
る
の
傾
向
を
存
す 

る
所
な
る
が
、此
金
利
の
膽
贵
は
人
®
的
に
防
止
す
る
こ
ビ 

膽
贵
す
る
は
資
金

(

货
彼
並
に
货
將
要
求

*)

の
供
給
が
®
加 

る
か
、或
は
供
給
の
膨
服
が
需
用
の

®

加
に
劣
る
が
故
で

6 

ご
し
て
誰
し
も
第
二
に
想
到
す
る
は
紙
艘
の
潜
敬
で
あ
ら 

或
®
廣
迄
行
ふ
所
で
あ
ろ
が
、是
れ
は
必
す
し
も
金
利
腾
貴 

の
で
な

く

、

政
,
が
取
費
に
苑

0
:

る
爲
め
公
債
を
募
集
す
る

ホ：
は三鎮
 

禾

力

ま

て
 

された結

三
厘
.九宅 

て
戦
前
ょ 

果
で
あ

る

で
三
十

A

年 

纖
分
か
低 

V
C
は
論
.を

る
こ
ご
は
上
文
に 

を
得
る
も
の
で
あ 

せ
ざ
る
に
其
霜
用 

る
ど
す
れ
ザ
、金
利 

う
。紙
偕
の
增
發
は 

の
协
遏
手
段
と
し

於
て
説
述
レ
れ 

ら
ぅ
か
。金
利
の 

の
み
が

、
®
加
す 

騰
貴
の
防
止
策 

戰
银
ル
各
國
の 

て
用
ひ
ら
れ
る

し

V

拔

る

方

法

で

る

威

,

. 

■ 

; 

.

.

.

.
 

'
.

し
默
れ
に
し
て
も
紙
僻
の
發
行
は
資
金
の
供
給
を
潤
澤
，に
游
，し
一
時
金
利
の
暴
騰
.を
防
ぐ
の

給

®

を
呈
す
る
と
，に
な
る
減
逸
は
现

.に
不
換
紙
彼
の
濫
發
.に
依
つ
て
恐
慌
の
襲
娘
を
懷
胁
し 

ね
。然
し
此
手
段
は

*

進
の
如

&

敵
國
に
依
ク
て
海
陸
共
に
報
®
せ
ら
れ
し
國
は
別
と
し
て
拙 

f
 
t
云
は
さ
る
を
得
な
い
。何
故

i

な
れ
ぱ
、紙
悠
殊
に
不
換
紙
僻
の

S

敬
は
，通
货
の
膨
服
を
來 

し
延
ひ
て
锻

f
f
iの
暴
騰
を
誘
政
す
る
船
果

VJ.

レ
で
一
方
に
於
て
は

®

®
の
膨
を
藤
し
、得
め 

R

以

#

よ
り
も
比
較
的
多
被
の
公
債
を
慕
集

.す
る
を
愿
レ
、又
他
方
に
於
て
は
正
貴
の
®
出
を 

ガ
跋

1

る
か
放
に
一
ぬ

®

位
に
在
り
し
金
利
は
結
局
腿
贵
す
ろ
こ

i

に
な
る
か
ら

.で
あ
る
。さ 

れ
は
亂
就
の
坪
發
は

j

⑩

的

の

激

力

を

有

す

る

に

止

ま

る

ビ

云

つ

て

，ほ
い
。

金
利
の
暴
騰
を
隙
ぐ
館

n

の
方
法
は
市
揚
步
合
が
暴
脈
す
る
の
を
待
た
す
し
て
中

.
^
>
=̂ rr̂

 

の
公
究
步
金
を

B

分
か
高
め
て
泥
外
よ
れ
資
金
が
自
然
的
に
流
入
す
る
.倾
向
を
生
せ
し
む
る 

よ
で
あ
る
。此
力
策
を
用
ゆ
れ
ぱ
、外
國
に
て
公
债
を
墓
盤
せ
す
、£
も
國
內
の
金
融
を
或
程
度
ぽ 

總
恥
し
、金
利
が
暴
腊
す
る
の
を
防
ぐ
こ

ン
レ
が
出
来
る

.。此
方
法
は
英
國
が
蘭
戰
の
當
時
用
ゐ

.4
:̂

 

も
の
で
あ
つ
て
或
描
度
の
成
劝
を

.收
め
た
の
で
あ
る
。次
に
海
外
よ

.=̂
输
入
す
る
取
需

^
i

に
對

. 

し
て

.現
金
支

.拂
を
僻
す
必
要
，

Q

る
報
に
外
國
に
於
て
公
償
を
募
盤
し
、或
：は
債
券
を
賣
出
し
、又

0
$ 

(
m

七
5
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'九八

は
一
時
借
入
を
爲
す
に

*
!
^
る
が
、

此
方
法
は
現
に
英
佛
露

等
が
：

採

‘用
し
つ

，

S
 
♦
る

も
の
で
あ 

る
®基

れ
以
外
に
戰
時
中
金
利
の
暴
藤
を
防
ぐ
方
法
は
少
な
く
な
い

が
、
要
す
る
に
戰
绩
巾

i

雖 

も
金
利
の
暴
腺
は

®

か
些
細
の

‘腾
，貴
に
て
も
人
爲
的
に
絕
體
に
防
止
す
る
こ

V

し
は
不
可
能
で 

な
い
。其
の
最
も
ぜ
效
に
し
て
耳
.ウ
比
較
的
弊
害
少

な

き

は
外
債
の
慕
集
で
あ
る
ビ
云
ふ
可
き 

で
あ
ら
ぅ
。然
し
な
が
ら
金
利
の
騰
貴
を
人
爲
的
に
防
ぐ
こ
ビ
が
不
可
能
で
な
い
か
ら
ざ
云
つ 

て
、
之
を
银
に
實
行
す
可
き
も
の
で
ゎ
る
ビ
は
云
へ
な
い
。可
能
不
可
能
の
問
題
ど

.
H
否
の
問

0
. 

V
J

は
自
ら
性

®

を
異
に
し
た
も
の
で
あ
る
。惟
ふ
に
戰
爭
中
は
或
る
殺
度
の
.金
利
の
騰
貴
は
寧 

ろ
放
任
す
可
き
で
あ
る
。

由

来
戰
银
は
眼
人
問
並
に
夫
れ
に
依
も
て
物
質
的
利
释
を
く
る
者 

の
間
に
發
侈
の
恶
風
を
驯

.政
す
る
の
み
な
ら
す
、此
等
の
階
級
じ
對
し
て
享
樂
の
手
段
を
提
供 

す
る
.の
目
的
を
以
て
輔
々
の
無
盤
ポ
害
な
る
事
業
が
企
て
ら
る
、
の
倾
向
を
有
す
る
も
の
で 

あ
つ

て
，
金
融
の
緩

®

は
動
分
に

.て

も
此
倾
向
を
助
長
す
る
の
虞
が
あ
る

.が
、
金
利
の
湖
騰
は
此 

弊
.害
を
全
く
前
除
せ
ざ
る
迄
も
多
少
之
を
防
週
す
る
の
結
振
を
呈
す
る
も
の
ご
看
做
し
得
る
。
 

目
下
英
國
に
於
て
總
て
の
階
跋
を
通
じ
て
勤
儉
の
美
風
が
普
及
ず
れ
つ
、
あ
る
は
愛
國
心
ミ

さ， ',;;;

タらもさ；'
ぶさパ

1,、

國

靡

保

讓

熟

が

大

に

舆

c
v

て

力

あ

る

に

は

.相

逮

な

か

ら

ぅ

が

、金

利

の

腐

贵

も

亦

商

力

な

る
 

ニ

原

因

で

あ

る

.の
を
不

n

足

す

る

こ

ご

は

出

'
來

ま

い

と

思

ふ

。

以
上

®
報
ご
金
利
の
關
係
に
就

&

て
略
述
し
た
る
所
は
®
だ
不
備
の
勘
少
な
く
な

い
が
、
條 

白
の
都
合

i

編
輯
縮
切
の
切
迫

i

の
爲

め
、
不
本
意
な
が
ら
其
補
缺
は

他
日

に
譲
る

こ
ご

に
し 

て

一
先
つ
が
に
離
を
柳
く
こ

W
...

に
す
る
。
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